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平成２２年度第１回 産業応用部門論文委員会主査会議議事録（案） 

 

1. 日時 平成22年3月31日（水）１３：００－１５:００ 

 

2. 場所 電気学会事務局内会議室 

 

3. 出席者(敬称略) 

大石（編修長,長岡技術科学大学）、村上（編修長補佐，慶応大学）、 

五十嵐（Ｄ１前主査、富士電機）、藤﨑（Ｄ１主査、新日鐵）、 

木村（Ｄ１副主査、大阪工業大学）、野口（Ｄ１次年度副主査、静岡大学）、 

織田（Ｄ２前主査，パナソニック）、寺田（Ｄ２主査、徳島大学）、 

森本（Ｄ２副主査、東海大学）、 

松岡（Ｄ３前主査，東芝）、高瀬（Ｄ３主査、摂南大学）、 

米谷（Ｄ３副主査、）、村井（Ｄ３次年度副主査、） 

 【欠席】亀井（Ｄ２次年度副主査、） 

 

4. 提出資料 

２２－１－０ 議事次第（木村） 

２２－１－１ 前回議事録（案）（藤﨑） 

２２－１－２ 電子査読システムの運用状況（村上） 

２２－１－３ D部門提案の新査読システム 判定フロー（大石） 

２２－１－４－１ D部門論文賞候補(D2,D3) （村上） 

２２－１－４－２ D部門論文賞候補(D1) （五十嵐） 

２２－１－５ 2010年度主査会メールリスト（村上） 

２２－１－６ 2010年度役員会用名簿（村上） 

２２－１－７ 引き継ぎ関係資料（村上） 

２２－１－８ 電学論不採択論文に関するご意見 

２２－１－９ 電気学会論文委員会D1グループ検討資料 

２２－１－１０ D部門誌4月号特集「多次元センシング」のゲストエディタからのお問い合わせ

につきまして 

２２－１－１１ 平成21年度D部門事業計画(案) 

２２－１－１２ 査読者割当および査読状況・結果表示 

 

5. 議事 

5.1 前回議事録の確認 （資料２２－１－１） 

・ 議事録については、特に問題なく、承認された。 

 

5.2 電子査読システム運用状況について（資料２２－１－２） 

・ 電子査読システム運用状況について報告があった。和文誌については、D1,D2,D3 ともに昨

年より多い投稿数であったが、英文誌はD3 を除いて減少している。 

・ 特集号について、締め切りを延長するなら、事務局へ連絡する必要があるとの指摘があった。 

・ IPEC-Sapporo 特集号がH23.6 に予定されている。 

 

5.3 D部門提案の新査読システム 判定フローについて（資料２２－１－３） 

・編修会議においてD部門で新しい査読判定フローを試行することを提案する。 

・査読フロー(BC判定後2名査読)の提案に関して2年程度試行としてやってみる。 

・英文誌も同じフローにしたいと提案する。 
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・追加再査読と査読者増員の用語を使い分ける。 

・編修会議で認められれば、試行することで承認された。周知期間をおいて、適用すべき時期

は通知することとなった。 

 

5.4 D部門論文賞候補について（資料２２－１－４－１、２） 

・ D部門論文賞候補について、D1,D2,D3 各グループからの推薦について説明が行われ、4件の

推薦を行うことで承認された。 

 

5.5 2010年度主査会メールリストについて（資料２２－１－５） 

・ 主査会メールリストについて確認が行われた。4月1日での異動があるため、一部修正するこ

とで、承認された。 

・ 特集号エディタは特集号応募締め切りの月に入ってもらい、特集号の発刊後、６ヶ月程度残

ってもらうことで承認された。 

 

5.6 2010年度役員会用名簿について（資料２２－１－６） 

・ 役員会用名簿について確認が行われた。4月1日での異動があるため、一部修正することで、

承認された。 

 

5.7 引き継ぎ関係資料について（資料２２－１－７） 

・ 引き継ぎ関係資料について確認が行われた。4月1日での異動があるため、一部修正すること

で、承認された。 

 

5.8 電学論不採択論文に関するご意見について（資料２２－１－８） 

・ D判定理由の中にある「参考文献」を知らせてほしいと著者からの質問があった。査読者か

らの意見を待って、D1で対応してもらうこととなった。 

 

5.9 電気学会論文委員会D1グループ検討資料について（資料２２－１－９） 

・ 二重投稿の疑いが指摘されたが、結果的には二重投稿とは言えない、との結論になった。通

常の査読結果として返送することで異議はなかった。 

 

5.10 D部門誌4月号特集「多次元センシング」のゲストエディタからのお問い合わせについて（資

料２２－１－１０） 

・ 問い合わせに対して、「解説記事は不要である。但し、解説風論文を投稿し、査読プロセス

に載せることは可能。」と回答する。 

 

5.11 平成21年度D部門事業計画(案)について（資料２２－１－１１） 

・ 内容の確認を行った。特に意見は無かった。 

 

5.12 査読者割当および査読状況・結果表示について（資料２２－１－１２） 

・ 主査会後の合同論文委員会での資料を参考のために配布した。 

 

5.13 その他関連・連絡事項 

・ Ｄ部門論文委員会の英文論文誌編修委員にD3の米谷さんを推薦することになった。 

 

6. 次回開催予定 

・ 日時： 平成２２年６月８日（火）１４：００から１６：００ 

以上 


